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　「ＫＡＷＡＳＡＫＩ　ＣＬＵＢ」は平成19年9月に設立され、卒
業生や教職員ＯＢを中心とした会員総数は、現在、4万人に
達し、大変嬉しく、また大変ありがたいことと思っております。
　川崎学園は、本年4月1日から川崎医科大学附属川崎病院

（岡山市北区中山下）の診療業務を承継し、また
同病院の、岡山中央南（旧深柢）小学校跡地へ
の移転・新築についても、7月26日に、晴れて学園
と岡山市との間で基本協定が締結されるなど、
着実に前進しております。学園が現在想定して
いる新病院は、地上15階、地下2階で延べ約6万
㎡、病床数約600床規模となる見込みです。川
崎医科大学の2つ目の附属病
院として、質の高い医療の提供
と医療人の育成を通じて、地域
に十分貢献できる新病院の早
期着工に向けて更に精力的に
努力してまいります。　
　さて、大変厳しい社会情勢の
中で、全国的にも大学や病院の経営管理能力が強く求めら
れており、また、教職員の意識改革と具体的取組みも同様に
強く求められております。
　大学事務局は、内外の経営環境の大きな変化に対応す
るため特に次の実現に向けて取り組んでおります。1. 学園
各施設が学園創設の理念と基本的運営方針を深く共有
し、相互に協力し合いながら、総合的に発展できる環境整
備に努める。2. 引き続き学園各施設の経営基盤の安定に

資するとともに、教育、医療、研究等の基本的機能向上を
積極的に支援する。3. 学園の更なる発展には、学生、患
者とともに学園の財産である教職員の満足度を高めることも
重要であり、その実現に努める。

　具体的には、人材の計画的確保、ライフライン
を中心とした安全第一の施設管理、物品等の適
正な調達と管理、ハウスキーピング等の環境整
備、業務の革新に不可欠な学園諸ＩＴシステムの
開発、個人情報保護等の適正な情報管理、学
生確保とその就職支援、広報活動の充実、地球
温暖化・省エネ対策の推進、ＷＬＢ（ワークライフ

バランス）の充実による働きがい
のある職場づくり等に特に力を
入れております。しかし、十分な
取組みができていないことも多く
あります。事務局職員一同自戒
し、相反関係の内容を有する諸
課題の改善と充実に向けて、今

後より一層努力してまいります。
　学園は創立50周年へ向けて新たなスタートを切りました。
学園3,200名の教職員は、施設間の「ボーダレス」と「連帯」
の意識をしっかりと持って頑張ってまいります。「ＫＡＷＡＳＡＫＩ
ＣＬＵＢ」の皆さまからの変わらぬご支援をよろしくお願いいた
します。学園と皆さま相互の「絆」をより一層深め強めるうえで、
「ＫＡＷＡＳＡＫＩ　ＣＬＵＢ　ＮＥＷＳ」がお役に立つことを心
から願っております。

大学事務局事務局長　三宅　博文

学園の動き　事務局の役割

　平成23年6月に
改正介護保険法が
成立し、たんの吸
引や経管栄養の処
置等の医療行為の
一部が、介護福祉
士の業務に位置づ
けられることになり
ました。高度な専門
知識と技術を有す

る介護専門職の育成を目標として、平成13年に設立された
「介護福祉科」は、この度の法改正を受け、平成24年度から
名称を「医療介護福祉科」に改め、これからの介護福祉士

に必要な医療系
科目の充実を図
り、新しく生まれ
変わることにな
りました。
　現在、高齢化
率23 . 8％、要介
護高齢者数493
万人 の 我 が 国
は、近い将来、
介護ニーズが一層高まる時期を迎えます。これからも医
療短期大学として、健康な日常生活の維持に必要な援助
ができる「医療の専門知識を持った介護福祉士」の養成
に努めていきます。

たんの吸引風景

救急処置の授業風景

詳しくはＨＰをご覧ください。
大学ＨＰ http://www.kawasaki-m.ac.jp/jc/
問合せ先 086-464-1032　介護福祉科

川崎医療短期大学
介護福祉科から医療介護福祉科へ

文部科学省届出済
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川
崎
医
科
大
学
附
属
川
崎
病
院
外
科

は
、
平
成
22
年
4
月
か
ら
川
崎
医
科
大

学
総
合
外
科
学
教
室
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
臓
器
別
診
療

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
全
人
的
医
療
と

先
進
的
な
外
科
診
療
の
両
立
を
目
指

し
、
消
化
器
外
科
、
胸
部
外
科
か
ら
血

管
外
科
ま
で
各
専
門
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

　

医
科
大
学
校
舎
棟
東
側

に
は
、
2
万
3
千
㎡
の
広

大
な
土
地
に
、
全
国
の
県

木
、
市
木
な
ど
953
本
が
植
樹
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
森
は
、
昭
和
45
年
に
創
始
者
川
﨑
祐
宣
の
「
豊

か
な
人
間
性
・
強
健
な
体
力
と
進
歩
す
る
医
学
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
」
と
の
考
え
を
基
に
誕
生
し
、
全
国
各
地
か
ら
入
学
し
て
い

る
医
科
大
学
学
生
の
保
護
者
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
ふ
る
さ
と
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

医
療
・
福
祉
の
道
を
志
し
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
、
郷
土
由
来
の
花
木
に

触
れ
、
ふ
る
さ
と
を
い
つ
で
も
身
近
に
感
じ
、
そ
し
て
太
陽
と
緑
と
花
々
が
溢
れ

る
広
大
な
自
然
環
境
の
中
で
、
語
ら
い
、
学
び
な
が
ら
、
や
が
て
こ
こ
ろ
豊
か
な

良
き
医
療
人
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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エポック
学　園
エポック

　

健
康
体
育
学
科
は
、科
学
的
な「
健
康・

体
力
づ
く
り
」
の
推
進
役
と
し
て
、
適

切
な
運
動
処
方
と
実
技
指
導
が
で
き
る

運
動
指
導
者
及
び
適
切
な
健
康
教
育
が

で
き
る
指
導
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
消
防
士
や
警
察
官
を
志
す

学
生
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年

度
か
ら
は
学
校
教
育
系
（
保
健
体
育
科

教
諭
・
養
護
教
諭
）、
運
動
指
導
系
（
健

康
運
動
指
導
士
・
健
康
運
動
実
践
指
導

者
）、
社
会
健
康
系
（
消
防
・
警
察
・
一

般
企
業
）
の
３
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
柱

と
し
て
学
生
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
教
員
採
用
試
験
に
２
名
が

現
役
合
格
（
保
健
体
育
教
諭
１
名
、
養

護
教
諭
１
名
）、
健
康
運
動
指
導
士
資
格

試
験
に
12
名
が
合
格
、
そ
し
て
消
防
士
・

警
察
官
の
採
用
試
験
に
19
名
が
合
格
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と
し
て
「
倉

敷
市
中
高
年
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

や
「
障
害
者
水
泳
教
室
」
な
ど
、
地
域

住
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
長
期
に

わ
た
り
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
の
「
健
康
・
体

力
づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
及
び
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
、
教
職
員
一
同
、
学
生

に
対
し
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
森

ふ
る
さ
と
の
森

リ
ス
ト
が
協
力
し
て
診
療
に
当
た
り
、

様
々
な
病
態
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
ベ
ス
ト
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

副
院
長
兼
外
科
部
長
の
猶
本
良
夫
教

授
は
食
道
が
ん
の
外
科
治
療
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
全

国
屈
指
の
600
例
を
超
え
る
執
刀
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
食
道
が
ん
の
診
断
、
内

視
鏡
治
療
、
最
新
の
機
能
温
存
手
術
、

化
学
放
射
線
療
法
か
ら
緩
和
療
法
に
至

る
ま
で
食
道
に
関
す
る
全
て
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
が
ん
、
大

腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
膵
臓
が
ん
や

G
I
S
T
等
の
消
化
器
悪
性
疾
患
、
ヘ

ル
ニ
ア
や
胆
石
症
、
イ
レ
ウ
ス
、
急
性

虫
垂
炎
な
ど
の
救
急
疾
患
を
含
め
、
消

化
器
外
科
診
療
の
全
分
野
を
行
っ
て
い

ま
す
。
肺
が
ん
や
縦
隔
腫
瘍
、
気
胸
な

ど
の
呼
吸
器
外
科
手
術
も
多
く
行
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
末
梢
血
管
セ
ン
タ
ー
で

学
科
の
今

　

附
属
病
院
は
こ
れ
ま
で
も
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
、
24
時
間
い
つ
で
も
災
害

に
対
す
る
救
急
医
療
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
3
月
11

日
、
前
例
の
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、
附
属

病
院
の
医
師
、
看
護
師
、
調
整
員
で
構

成
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
が
、
12
～
14
日
に
か
け
て
岩

手
花
巻
空
港
及
び
大
船
渡
の
県
立
病
院

に
て
支
援
活
動
を
行
っ
た
の
を
は
じ
め
、

医
療
救
急
班
の
派
遣
や
、
被
災
者
の
精

神
面
の
ケ
ア
の
た
め
心
療
科
の
医
師
の

派
遣
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

教
職
員
、
互
助
会
、
同
窓
会
、
協
助
会

な
ど
か
ら
募
っ
た
本
学
園
義
援
金
約

727
万
円
を
山
陽
新
聞
社
事
業
団
及
び
日

本
赤
十
字
社
へ
寄
託
し
、
引
き
続
き
学

生
を
中
心
と
し
た
募
金
活
動
や
被
災
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
救
援

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

附
属
川
崎
病
院

医
療
福
祉
大
学

健
康
体
育
学
科

昭和45年当時のふるさとの森

スポーツテーピング実習風景

外

科

紹

介
屋上庭園にて医局員とともに

は
先
進
的
な
シ
ャ
ン
ト
手
術
や
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
、腹
部
大
動
脈
瘤
か
ら
フ
ッ

ト
ケ
ア
ま
で
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
生

活
習
慣
病
と
併
せ
て
増
加
し
て
い
る

様
々
な
疾
患
に
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。

　

高
度
な
外
科
治
療
と
優
れ
た
外
科
医

の
育
成
、
そ
し
て
多
く
の
医
療
専
門
職
が

関
わ
る
機
能
的
な
チ
ー
ム
医
療
の
実
践

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩手県にてＤＭＡＴ支援活動

東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
支
援
活
動

外

科

紹

介
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公開講座・セミナーのご案内 詳細については、
各施設のホームペ−ジなどでお知らせいたします。

《附属病院》
公開講座
◆第9回市民公開講座　がんサロン

「がんとともに、自分らしく」
9月17日13：00～16：00　司会平井敏弘（同
院消化器外科部長）　講師中田昌男（同
院呼吸器外科部長）他　会場校舎棟8階
ラウンジ　対象一般　参加無料　事前申
込不要　問合せ先☎086-462-1111（内線
22612･22613）患者診療支援センター
《附属川崎病院》
セミナー
◆ヘルスケアセミナーin川崎病院
第6回「健康増進のための予防医学について」
10月1日14：00～16：00　講師淺沼豊美（同
院健康管理センター保健師主任）、藤田有香

（同院健康管理センター保健師）　会場東
館9階会議室　対象一般　定員30名　参
加無料　事前申込必要　問合せ先☎086-
225-2111（内線3318）病院庶務課
第7回「放射線検査について」
11月5日14：00～16：00　講師田淵昭彦（同
院中央放射線部技師長）　会場東館9階
会議室　対象一般　定員30名　参加無
料　事前申込必要　問合せ先☎086-225-
2111（内線3318）病院庶務課
第8回「高血圧について」
12月3日14：00～16：00　講師堀尾武史（同
院内科部長）　会場東館9階会議室　対象
一般　定員30名　参加無料　事前申込必
要　問合せ先☎086-225-2111（内線3318）
病院庶務課
◆せとうちクリニカル・ベストプラクティス・ ミーティング
第5回9月17日、第6回10月15日、第7回11月

10月1日14：00～15：30　講師熊倉勇美（同
大感覚矯正学科教授）　会場4602講義室
対象一般・医療従事者・卒業生・学生　定員
200～300名　参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-462-1111（内線54904）感
覚矯正学科
◆「中高年者のための水中運動」
後期10月4日、11日、18日、25日10：00～12：
00　講師小野寺  昇（同大健康体育学科
教授）　会場医療福祉大温水プール　対
象地域の皆様　定員30名　参加費１回
500円　申込締切セミナー各日の前日
問合せ先☎086-462-1111（内線54531）　
健康体育学科
◆「食品会社の品質管理と製品開発」
　（兼：平成23年度川崎医療福祉学会講
　演会・臨床栄養学科特別講義）
10月1日10：30～12：00　講師若林久義（株
式会社三好野本店取締役）　会場4603講
義室　対象臨床栄養学科の在学生と卒業
生、栄養士、管理栄養士、一般　定員なし
　参加無料　事前申込不要　問合せ先☎
086-462-1111（内線54905）臨床栄養学科
◆「医療機関従事者のためのフォローアッ
　プ シリーズ３」
10月15日14：00～16：30　講師福岡欣治

（同大医療秘書学科准教授）、ティム・クレミ
ンソン（同大医療秘書学科講師）　会場
6101講義室　対象医療機関および企業な
どで受付、一般事務的な業務に従事してい
る方・本学の卒業生　定員50名（先着順・1
組織2名まで）　参加無料　申込必要
問合せ先☎086-462-1111（内線54612・
54938）医療秘書学科

19日14：00～16：00　講師同院職員　会
場東館9階会議室　対象外部医療機関等
の医師、看護師、臨床工学技士、ソーシャル
ワーカー、ケアマネージャー　定員30名
参加無料　事前申込必要　問合せ先☎
086-225-2111（内線7700）地域医療連携室
公開講座
◆平成23年度第2回市民公開講座

「甘く見てはいけない！生活習慣病のあれこれ」
9月11日14：30～16：30　講師堀尾武史（同
院内科部長）他　会場岡山シンフォニー
ホール3階イベントホール　対象一般　定
員200名　参加無料　事前申込必要　問
合せ先☎086-225-2111（内線3318）病院庶
務課
《医療福祉大学》
大学公開講座
◆「災害列島 / 我々は何をなすべきか！ 

「東日本大震災」の教訓」
10月29日13：30～16：00　講師大本　進

（倉敷市防災危機管理室主幹）他　会場
2601講義室　対象一般　定員700名程度
　参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-464-1021　公開講座係
教養講座
◆『経済成長を続ける中国の現代社会』全2回
1回目「中国の一人っ子の成長を見つめて」
2回目「中国における高齢者の生活」
11月19日、26日10：30～12：00　講師姜　
波（同大医療福祉学科教授）　会場4602
講義室　対象一般　定員100名程度
参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-464-1021　公開講座係
公開セミナー
◆「食べる・飲む－もしこれがうまく出来なくなったら」

月年平成 日土 日 日

統一テーマ統一テーマ

開催日 23 10 8 9
川崎学園祭

～つながり～
第37回 川崎学園祭

～つながり～

3　　　　平成23年9月15日

駐 車 場 の お 知 ら せ
学園祭へお越しの方は、職員学生駐車場に
駐車してください。

医学講演会《附属病院》

イベント情報

医学展《医科大学・医療短期大学》

公開講座《医療短期大学》

演題：「“腰痛・肩こり” との上手な付き合い方」
8日（土）14：00～15：30　会場：現代医学教育博物館3階講堂　講師：長谷
川　徹（医科大学脊椎・災害整形外科学教室教授、附属病院整形外科主
任部長）“腰痛・肩こり”との上手な付き合い方をご紹介し、快適な生活を過ご
していただけるように“腰痛・肩こり”とはどういうものか、その治療は手術も含
めてどう考えれば良いかをご説明します。参加無料　申込不要　問合せ
先：病院庶務課　☎086-464-1164

テーマ：「災害における医療」
8日（土）・9日（日）10：00～16：00（両日）　会場：現代医学教育博物館2階
　入場無料　申込不要

テーマ：「ダイエットと心の健康」
8日（土）10：00～11：30　会場：医療短期大学体育館102教室　講師：曽谷
貴子（医療短期大学看護科准教授）、日下知子（医療短期大学看護科講
師）　 対象：一般、高校生　入場無料　定員200名　申込・問合せ先：川崎
医療短期大学公開講座係　☎086-464-1032

◆ 川崎医科大学
8日（土）10：00～15：00（学長挨拶、大学紹介、附属高等学校紹介、入試概

要説明、ミニ講義、施設見学、個別相談）※個別相談は9：30からも対応して
おります。申込不要　問合せ先：学務課教務係　☎086-464-1012
◆ 川崎医療福祉大学
8日（土）・9日（日）10：00～14：00（学科説明、実習室見学、入試相談
コーナー）　申込不要　問合せ先：入試課　☎086-464-1004
◆ 川崎医療短期大学
8日（土）・9日（日）10：00～15：00（両日：学科紹介、学科別相談コー
ナー、学内施設・女子寮見学、附属病院見学ツアー＜臨床検査科＞）（8
日：附属病院見学ツアー＜放射線技術科＞、入試対策講座＜特別入試
直前講座・小論文＞、小論文に関する個別指導）　申込不要　問合せ
先：教務課入試係　☎086-464-1033
◆ リハビリテーション学院
8日（土）13：00～（学院・入試情報の説明、理学療法・作業療法の体験
コーナー、2階リハビリテーションセンター施設見学、質問コーナー） 申込
不要　問合せ先：事務室　☎086-464-1179

前夜祭、仮装行列、学園イベント、医科大学・医療福祉大学・医療短
期大学イベント、ＬＩＶＥ、トークショー、お笑いライブ、各種展示、
模擬店、医療福祉大学第 5 回ホームカミングデーなど、多彩な催しが
あります。詳細は、学園祭のホームページをご覧ください。各企画の詳
細につきましては、順次公開をいたします。
 http://www.kawasaki-m.ac.jp/festival/

オープンキャンパス・オープンスクール
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※すでに終了している試験については掲載しておりません。詳細は各施設のHPをご覧ください。

◆特別推薦入試　一次選考＝11月12日＜一次合格発表＝11
月19日＞▽二次選考＝11月26日＜二次合格発表＝12月2日＞
（出願期間＝11月1日～11月7日）＜中国・四国地域枠　約15
名、岡山県地域枠　約5名＞
◆一般入試　一次試験＝平成24年1月21日＜一次合格発表
＝1月24日＞▽二次試験＝平成24年1月28日又は29日＜二次
合格発表＝2月1日＞（出願期間＝12月5日～平成24年1月16日）
＜募集人員約60名＞
◆大学院入試　試験日＝11月1日（出願期間＝10月7日～20
日）＜合格発表＝11月9日 募集人員若干名＞
http://www.kawasaki-m.ac.jp/med/

◆特別入試・社会人特別選抜・帰国生徒特別選抜　試験日＝
11月6日（出願期間＝10月17日～26日）＜合格発表＝11月11日 
募集人員196名＞
◆推薦入試　試験日＝12月4日（出願期間＝11月16日～24日）
＜合格発表＝12月9日 募集人員170名＞
◆一般入試前期　試験日＝平成24年2月1日（出願期間＝1月
5日～20日）＜合格発表＝2月8日 募集人員279名＞
◆一般入試後期　試験日＝平成24年3月16日（出願期間＝2
月24日～3月7日）＜合格発表＝3月21日 募集人員32名＞
◆センター試験利用入試前期（大学入試センター試験のみ利用し、個別
学力検査等は課さない）（出願期間＝平成24年1月5日～24日）＜合
格発表＝2月8日 募集人員62名＞
◆センター試験利用入試後期（大学入試センター試験のみ利用し、個別
学力検査等は課さない）（出願期間＝平成24年2月24日～3月9日）＜
合格発表＝3月21日 募集人員33名＞
◆大学院入試 修士課程・博士後期課程2期　試験日＝平成
24年2月22日（出願期間＝2月6日～13日）＜合格発表＝3月1日 
募集人員修士26名、博士17名＞
http://www.kawasaki-m.ac.jp/mw/

◆特別入試　試験日＝10月15日（出願期間＝9月16日～10月
6日）＜合格発表＝10月21日 募集人員72名＞
◆推薦入試（指定校・公募）　試験日＝11月26日（出願期間＝
11月1日～17日）＜合格発表＝12月2日 募集人員111名＞
◆一般入試前期　試験日＝平成24年2月5日（出願期間＝1月
6日～27日）＜合格発表＝2月10日 募集人員108名＞
◆一般入試後期Ａ（大学入試センター試験を利用する試験）・
Ｂ（本学入試問題による試験、臨床検査科を除く）　試験日＝
平成24年3月17日（出願期間＝2月27日～3月10日）＜合格発
表＝3月21日 募集人員24名＞
http://www.kawasaki-m.ac.jp/jc/

◆推薦入試(指定校・公募)　試験日＝11月26日(出願期間＝
11月1日～17日)＜合格発表＝12月2日 募集人員17名＞
◆社会人入試　試験日＝11月26日(出願期間＝11月1日～17
日)＜合格発表＝12月2日 募集人員16名＞
◆一般入試　試験日＝平成24年2月5日(出願期間＝1月6日～
27日)＜合格発表＝2月10日 募集人員17名＞
http://www.kawasaki-m.ac.jp/rehabili/

◆専願入試　試験日＝平成24年1月22日(出願期間＝1月10日
～19日)＜合格発表＝1月25日 募集人員 約23名＞
◆一般前期入試　試験日＝平成24年2月5日(出願期間＝1月
26日～2月2日)＜合格発表＝2月8日 募集人員 約9名＞
◆一般後期入試　試験日＝平成24年2月26日(出願期間＝2月
16日～23日)＜合格発表＝2月29日 募集人員 約3名＞
http://www.kawasaki-m.ac.jp/highschool/

平成24年度入試情報
（医学部）

（医療福祉学部、医療技術学部、
医療福祉マネジメント学部）

（看護科、臨床検査科、放射線技術科、
介護福祉科、医療保育科）

（理学療法学科、
作業療法学科）

平成24年度入試情報

災害ボランティアチームを結成（5月）

キラリンピックにボランティアとして参加（5月8日）

病児保育室オープン（5月9日）

小児科に岡山県予防接種センターが開設
（6月3日）

ホームページリニューアル（6月17日）

かわさき夏の子ども体験教室2011開催
（8月17日、18日）

第12期上海健康職業技術学院師生訪問団
来学（8月22日～26日）

◆医療福祉大学

◆リハビリテーション学院

◆附属病院

◆附属川崎病院

◆附属高校

◆学園・医科大学

◆医療短期大学

KAWASAKI CLUB からのお願い
　KAWASAKI CLUB では、年 2 回情報誌「KAWASAKI CLUB NEWS」
をお届けいたします。住所変更・カード紛失等がございましたら、メー
ルかお電話にてお知らせください。

E-mail  

電　話

club@med.kawasaki-m.ac.jp  

0 8 6 - 4 6 4 - 1 5 4 6
いごよろしく

学園の今「川崎学園だより」などから
（平成23年5月〜平成23年8月）

《第5回》平成24年3月20日（火）祝日
13：00～16：00
　学科説明、実習室見学、ミニ講義、
　入試・就職・編入学等相談コーナー、
　キャンパス見学ツアー、
　川崎医科大学附属病院見学ツアー、
　ドリンク等サービス
　問合せ先 入試課
　☎086-464-1004

　詳細は決まり次第ＨＰでお知らせします。
　問合せ先 入試係☎086-464-1033

《第2回本校説明会》平成23年9月25日（日）
10：00～12：30
　入試説明、寮案内、個別懇談 
《第3回本校説明会》平成23年11月20日（日）
10：00～12：30
　入試説明、寮案内、個別懇談 

12月まで毎週火曜日
　10：30～12：00見学ができます。
　電話での事前予約が必要です。
　問合せ先 事務室☎086-464-1179

オープンキャンパスの日程

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎医科大学附属高等学校

川崎リハビリテ－ション学院

※詳細は各施設のHPをご覧ください。

当日ご参加できない方で、個別に見学等をご希望の方は、各施設にお問い合わせください。

（学園祭同時開催を除く）


